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１ 推進地域の児童生徒の状況

【推進地域における不登校の児童生徒数】
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２ 目標、目指す子ども像

誰もが過ごしやすい学校づくりを目指し、主体性、協働性、自尊心の育成を目指
している。

【第１回「ほっと」における各項目の状況】

－－－－ 道内平均

第１回（５月実施）



３ 今年度の取組
① 個のニーズに応じた学習支援
体制の確立
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４ 取組のポイント

時間割係と連携することにより、加配教諭だけではなく、全ての教職員で協働し、
はばたき教室における支援体制を構築することができた。

【はばたき教室（学習スペース）】○ 別室登校が可能な「はばたき
教室」を全ての生徒が利用可能
な教室として周知
○ ＩＣＴを活用した授業配信及び
学習教材の配付

【はばたき教室（談話・運動スペース）】



３ 今年度の取組

② 学習集団づくり
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４ 取組のポイント
研修担当と連携し、生徒指導の視点を踏まえた授業づくりについて、全ての教職
員で共通理解を図り、みんなが安心して学ぶことができる学習集団づくりを推進
することができた。

【多様な考えが尊重される場の工夫】

○ 生徒指導の４つの視点を大切
にした授業づくり
○ 協同学習の充実
○ 小中合同研修の実施



３ 今年度の取組

③ 生徒会活動の充実
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４ 取組のポイント
加配教員と生徒会担当との連携により、各委員会活動において、「認め合う学
校」「楽しい学校」を目指した取組を、生徒が主体となって企画し、運営するこ
とができた。

【学習委員会
匿名の森】

○ 委員会が主体となった
「認め合う学校」風土の醸成
○ 委員会が運営するレクリ
エーション活動を通じた「楽
しい学校」づくり

【生活委員会
全校生徒レク】



３ 今年度の取組

④ ＳＯＳの出し方に関する教育
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４ 取組のポイント

教育委員会及び福祉課と連携することにより、町の保健師を講師として招聘し、
地域と一体になってＳＯＳの出し方教育を推進することができた。

【第2回：話の聴き方・感じ方授業風景】

○ 第１回：助けを求める方法
○ 第２回：話の聴き方・感じ方
○ 第３回：自分の気持ちと向き合

う方法



３ 今年度の取組

⑤ アセスメントツールを活用した
教育相談の実施
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４ 取組のポイント
各種調査結果を全教職員及びＳＣ等と共有することにより、様々な視点を踏まえ
た考察を行うことが可能となり、自殺予防に向けた取組や教育相談に活用するこ
とができた。

【教育相談に向けた全教職員での情報共有】

○ ハイパーＱＵ（年２回）
○ 子ども理解支援ツール
「ほっと」（年３回）

○ アセスメントツール
「心と身体のチェック」（年２回）



５ 成果と課題

【成果】
○ 令和７年度、新規の不登校生
徒は１名であり、昨年度と比較し
て、新規不登校生徒数を減少さ
せることができた。
○ 学び合い、支え合いを意識し
た授業改善を学校全体で行った
ことにより、「意見を伝える」「相
手を思いやる」「学ぶ姿勢をつく
る」の項目が上昇した。
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【第３回「ほっと」における各項目の状況】

道内平均
―・△・― 第３回（１月実施）

第１回（５月実施）



５ 成果と課題

－８－

【第３回「ほっと」における各項目の状況】

道内平均
―・△・― 第３回（１月実施）

第１回（５月実施）

【課題】
● 「リーダー役を担う」の項目に
おいて、大きな変容が見られな
かったことから、生徒一人一人が
活躍する場を設定する必要があ
る。
● 新規の不登校生徒数は減少し
ているが、前年度から不登校状
況にある生徒が一定数いること
から、各家庭との連携を一層密
に行い、個別の状況に応じた学
習支援、教育相談を充実する必
要がある。



６ 次年度以降の取組に向けて
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☆ 生徒一人一人が活躍する場を設定する。

☆ アセスメントツールを活用し、得られたエビデン
スを生徒・学級の１つの情報として、関係機関と
共有するとともに、学校全体で一貫した指導を
推進する。

☆ アセスメントツールを年間複数回実施し、個々
の生徒の変容を捉えることにより、きめ細やかな
生徒理解に努めるとともに、学級の実態を踏ま
えた学級経営に繋げる。


